
令和３年９月１０日　総合計画審議会専門部会 資料第２号　

主要取組項目検討に向けた たたき台 ※項目や指標等について庁内で確認中

指標（案）

大項目 定性指標

中項目 小項目（具体的な取組項目イメージ） 定量指標

定性：学びの成果を活用している市民の割合

定量：学力の向上

定性：保育サービスに満足している市民の割合

定量：待機児童数

定性：安心して子育てできる環境が整っていると感じ
ている市民の割合

定量：施策満足度（子ども子育て支援）

定性：・家の人が自分を気にかけていると
　　　　感じる子どもの割合
　　　・自分にはよいところがあると思う子ども
　　　　の割合

定量：児童虐待数の減

定性：・孤立を感じている市民の割合
　　　・地域でつながりを感じている市民の割合

定量：支援件数の増（アウトリーチなどによる）

定性：生きがいを感じている高齢者の割合

定量：健康寿命の延伸

定性：環境に配慮した行動変容を行った市民の割合

定量：CO2排出量の削減

定性：環境に配慮した行動変容を行った市民の割合

定量：ごみの排出量の削減

定性：地域の特色を活かしたまちづくりが推進してい
ると感じる市民の割合

定量：指数検討中

定性：マナーがよくなったと感じる市民の割合

定量：街頭犯罪認知件数の減

定性：市民サービスが向上したと感じる市民の割合

定量：オンライン申請件数の増

※指標欄の下線は、市民意識調査への追加が必要 6 1 5 2 5 1 2 4 1 1 4 4 4 1 7 0 1 4 5 4 4 1 2 5 9 6 2 4 5

関連施策 関連局 尼崎らしさ

人の育ち活動支援プロジェクト

主要取組項目記載項目（たたき台）

学びの先進都市の推進

経済・環境共生プロジェクト

あまがさき魅力向上プロジェクト

生きがい向上プロジェクト

〇 〇 〇

〇・生涯、学習！のさらなる推進
・学力向上に向けた取組

〇 〇

市民サービス向上プロジェクト

〇

安心して産み育てられる環境づくり 子ども医療費助成の拡大 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇

〇

〇〇 〇 〇〇

〇〇子どもファーストの取組
（貧困の連鎖を断ち切る）

児童相談所の設置に向けた取組 〇 〇 〇 〇 〇

重層的支援体制の整備 アウトリーチ等を通じた支援の取組 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇

ライフステージに応じた健康支援
（健康寿命の延伸）

ヘルスアップの取組 〇 〇 〇

〇

〇 〇

脱炭素に向けた取組
・再生可能エネルギーへの転換
・大量生産・大量消費・大量廃棄型社会からの脱却
・環境に配慮した行動の普及・啓発

〇

〇

〇

〇

〇〇 〇

〇

〇

〇 〇ごみ減量に向けた取組 新ごみ処理施設の更新

まちのブランディングに資する取組

安全・安心、マナー向上に向けた取組

デジタルトランスフォーメーション（DX）
の推進

エリアマネジメント（小田南公園・阪急塚口南、阪神
尼崎）

たばこ対策、ごみのポイ捨て、自転車マナーなどへの
対策。災害対策

・情報システムの標準化、共通化
・行政手続きのオンライン化

〇

〇

全て 全て

〇 〇 〇〇

〇

〇〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇

〇

全て

〇

〇 〇 〇

〇
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〇 〇 〇 〇〇就学前教育のあり方
（後伸びする力を育む）

認定こども園化の取組 〇 〇 〇


